
 2023 年 11 月度 競技・ハンディキャップ委員会 議事録 

開催日：令和５年１１月５日（日） 

出 席：赤岡委員長、伊東委員、小林委員、井出委員、増田委員 

事務局：樋口、越賀、山王プロ 

 

【議事内容】 

１．赤岡競技委員長ご挨拶 

 

２．シニア選手権、グランドシニア選手権 ルール及び条件確認 

  競技規則、条件について確認された。 

 

３．来年度関東クラブ対抗選手決定方法および選手選考規定の確認 

 およびシャトレーゼグループ選手権選手決定方法について 

 

  来年度の関東倶楽部対抗の選手決定方法について確認。 

  シャトレーゼグループコース選手権の決定方法について下記の通り承認された。 

  

シャトレーゼグループコース倶楽部選手権の選手選考方法について 

 【男子・女子】 

 ・１月～７月までの月例競技会、クラブ選手権予選、理事長杯予選、マッチプレー 

選手権予選の以上１０競技会の成績のうち、上位３競技分のスコアで選手を選考する。 

 ・１月～７月までの上記の競技会に３回以上の参加をしていること。 

 ・直近 1年以内に当倶楽部また他コースにおいて、分科委員会より何らかの指摘を受けておらず、

モラル・マナーを遵守し活動していること。 

 ・75歳以上（ゴールドシニア）の選手に関しましては、競技員会推薦により決定することとする。 

 ・上記の規定から、一般の部２名・シニアの部２名、グランドシニアの部３名 女性の部２名 

 合計９名の選手で構成する。 

 

関東倶楽部代表選手規定について、関東倶楽部対抗大会参加のために係る費用を追記した。 

 

 

４．2024 年競技規則案・競技日程案の件 

グランドシニア選手権は、これまでシニア選手権の決勝日と同日開催となっていたが、 

来年度は 10 月にグランドシニア選手権を開催し、シニア選手権と両方エントリーが可能となるよ

うに日程を調整、承認された。 

2025 年度、クラブ選手権を 6 月の開催に変更する方向で調整する。真夏の炎天下での 2R プレーは

選手にとってもリスクがあり、安全面を考慮すべきである。 

競技会の女性の使用ティによるハンディの付与について改正、承認された。 

 

 



競技規定に以下を追記。 

第 16 条 体調不良のプレーヤーに対し、本人の意思にかかわらず競技委員がプレーを中止させる 

ことができる。 

第 17 条 競技会において女性選手から青ティ使用の申告があった時は、次の通りハンディキャッ

プを付与するものとする。 

     ハンディ４以下…付与なし ５～９…+３ １０以上…＋５ 

第 18 条 競技表彰式にいかなる理由であっても不参加の場合、賞品授受は辞退したものとみなし、

賞品は繰り下げて授与します。 

 

 

５．ハンディキャップ定期調整 

  事務局 越賀より 定期調整について報告された。 

 

６．競技委員会 任期満了について 

現委員の方々は、2024 年 1 月末で任期満了となります。 

後任については、新任・重任ふくめ未定。 

 

７．立ち合い日程 

11 月 12 日 シニア選手権 予選   事務局担当 

11 月 19 日 シニア、G シニア 決勝 事務局担当 

12 月 3 日  月例杯  伊東委員 

1 月 7 日  月例杯 増田委員 

 

8．その他 

●コース内で、コース管理の作業のエンジン音が気になる。 

○再度、担当者に、周囲の状況に気を配るように指導いたします。 

●16 番右のバンカーの横に、木の根っこが張ってきていて危ない。 

○担当者に伝え現地確認し、対処します。 

●コース管理スタッフも、コース内でも気持ちよく挨拶してほしい。 

○現場スタッフに指導いたします。 

●冬季期間、グリーンのシート掛けをお願いしたい。 

○シート掛けについては、再度指導していきます。 

●コース内のトイレの設置を検討してほしい。 

○現在、設置に向けて準備を進めており、既存設備の現地調査中です。 

●競技会の時は、カートの自走運転を認めてはどうか。 

○自走運転は危険個所が多く、特に 3 番の橋は危険のため認めることはできない。 

そのかわり、10 月から 3 番橋のカート速度を 3ｋｍから、6ｋｍに改善をしました。 

  

以上 


